
指
導
者
は
修
羅
場
、
土
壇
場
、

正
念
場
の
三
つ
の
「
場
」
を
経
す

る
こ
と
が
、
深
い
人
間
理
解
す
る

基
本
に
な
り
ま
す
。

試
練
を
通
じ
た
経
験
が
、
一
瞬
で

本
質
を
見
抜
く
も
の
で
す
。

人
は
な
ぜ
「
倫
理
」
「
道
徳
」

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

な
ぜ
殺
人
は
い
け
な
い
の
か
。
約

束
は
破
っ
て
い
け
な
い
の
か
。

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
主
体
が
な
い
場

合
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

カ
ミ
が
罰
し
ま
す
。

日
本
で
は
年
寄
り
は
昔
か
ら
、
お

天
道
様
が
見
て
い
る
と
諭
し
て
い

た
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
倫
理
観
が
、
自
分

の
利
己
的
打
算
、
欲
望
を
制
御
す

る
も
の
で
す
が
、
立
場
が
異
な
れ

ば
理
解
で
き
な
い
行
動
を
取
ら
れ

る
方
も
お
い
で
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
は
自
分
の
行
動
を
規
定

す
る
倫
理
規
範
が
な
い
と
き
、
傍

若
無
人
に
悪
の
限
り
を
尽
く
し
ま

す
か
、
何
ら
か
の
倫
理
観
が
悪
事

を
止
め
て
く
れ
ま
す
か
。

指
導
者
は
謙
虚
と
素
直
が
命
で
す
。

結
局
、
自
分
を
律
す
る
の
は
自
分

自
身
で
す
。
理
屈
は
、
ど
の
よ
う

に
で
も
付
け
れ
ま
す
。

当
事
務
所
の
民
事
訴
訟
で
も
、

被
告
人
は
、
昨
年
八
月
八
日
の
名

古
屋
高
等
裁
判
所
（
二
審
）
判
決

に
不
服
。
同
年
九
月
に
最
高
裁
判

所
に
上
告
し
ま

し
た
が
、
先
月

９
月

19日
棄
却

で
判
決
が
確
定

し
た
。
水
に
波

動
が
あ
る
が
ご

と
く
、
空
に
風

が
起
き
る
が
ご
と
く
、
自
然
的
逆

境
か
人
為
的
逆
境
か
、
天
の
制
裁

が
あ
る
の
が
常
で
す
。

三
年
前
の
一
致
が
、
津
波
と
フ

ク
シ
マ
原
発
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
で
す
。

天
命
と
自
覚
す
る
な
ら
、
迅
速
に

道
理
を
尽
く
す
道
し
か
な
い
の
で

す
が
、
当
事
者
は
未
だ
使
命
を
全

く
果
た
し
て
い
な
い
の
で
す
。

先
月
中
旬
、
あ
る
信
金
の
「
間

違
い
や
す
い
労
働
者
管
理
ト
ラ
ブ

ル
へ
の
対
応
」
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

労
働
者
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
残
業

の
支
払
い
請
求
問
題
で
す
。

地
元
弁
護
士
は
労
働
債
権
は
２
年

で
時
効
、
遅
延
損
害
金
は

14.

6

％
と
の
こ
と
で
す
。
弱
者
労
働
者

サ
イ
ド
の
セ
ミ
ナ
ー
で
な
く
、
支

払
い
請
求
問
題
の
発
生
原
因
の
本

質
に
は
踏
み
込
ま
ず
、
言
質
や
証

拠
を
残
さ
な
い
こ
と
の
優
先
で
す
。

視
点
は
対
立
の
予
防
で
な
く
、

労
働
組
合
の
特
徴
と
性
格
に
触
れ
、

労
使
対
立
を
必
然
視
す
る
姿
勢
に

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
専
門
家
に
相
談
と
、
「
ブ

ラ
ッ
ク
」
擁
護
、
欲
望
優
先
セ
ミ

ナ
ー
の
感
が
強
く
残
り
ま
し
た
。

弁
護
士
・

税
理
士
の
繁

盛
は
、
悪
い

国
で
し
ょ
う
。

未
だ
労
働

者
と
共
生
は

程
遠
い
社
会

で
す
。
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同
じ
と
こ
ろ
に
達
す
る
の
に
、

最
小
の
労
力
を
持
っ
て
最
大
の

効
果
を
収
め
る
道
と
、
困
難
な

道
を
通
っ
て
も
行
け
る
道
が
あ

る
な
ら
ば
、
自
ら
選
ん
で
難
関

を
通
っ
て
き
た
。

到
達
点
よ
り
さ
ら
に

先
に
進
も
う
と
す
る
と

き
、
次
の
難
関
も
容
易

に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
小
労
力
、
最
大
効
果
の
原
理

は
「
物
の
国
」
の
考
え
方
で
あ
っ

て
、
人
を
重
ん
ず
る
「
人
の
国
」

で
は
人
を
養
成
す
る
こ
と
が
大

切
だ
か
ら
、
努
め
て
難
関
を
歩

く
こ
と
に
な
る
。

政
府
と
戦
い
つ
つ
、
自
ら
率
先

し
て
難
路
を
歩
い
て
い
る
。

西
欧
民
族
の
祖
先
は
、
我
欲

利
己
の
祖
先
だ
。
我
欲
・
利
己

の
た
め
に
善
悪
を
問
わ
ず
征
服

し
て
し
ま
う
。
国
民
は
搾
取
ば

か
り
さ
れ
て
、
自
分
を
守
っ
て

く
れ
る
人
は
い
な
い
。
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
や
ら
な
い
と
、

頼
る
も
の
は
金
と
物
。
結
局
拝

金
の
唯
物
対
立
思
想
に
な
る
。

奴
隷
制
度
と
キ
リ
ス
ト
教
は

切
り
離
せ
な
い
。
捕
虜
は
奴
隷

に
し
て
良
い
と
い
う
古
代
か
ら

の
「
宗
教
」
慣
習
法
が
あ
っ
た
。

国
家
で
奴
隷
制
度
が
な
か
っ
た

の
は
日
本
だ
け
で
す
。

し
か
し
、
現
代
ブ
ラ
ッ
ク
組

織
に
見
る
自
殺
・
過
労
死
の
現

状
は
、
法
の
下
の

奴
隷
制
度
の
よ
う
。

世
界
の
民
族
対
立

の
背
景
に
宗
教
が
あ
る
。

日
本
の
宗
教
は
神
道
で
、
周

り
は
神
様
だ
ら
け
で
す
。
そ
こ

に
仏
教
が

入
っ
て
き

た
の
で
す
。


